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小稿は、『ARTIBUSASIAE(VOL.1、1,1/2/MCMXCI)』(1991)に 掲載された 「A




てくれる。北魏文化の特色については種 々論 じられているが、我々の研究対象 「孝子










告を特集記事 とした考古学月刊誌 『文物』が、1984年 に発刊 された(1)。そのレンガ作 りの墓は
1971年 の夏、固原郊外で鉄道探査隊によって発見されていたが、一旦埋め戻 され、1981年 にな
って改めて慎重な調査が行なわれた。この墓は盗掘されておらず、浸水の被害を受けていたが
それを除けば比較的良好に保たれていた。男女一人つつを納めた二つの木棺に、65個 の金属製、
金製、銀製、銅製、そ して鉄製の葬具、ほかに4個 の粘土製容器が加 えられていたが、埋葬さ
れた状態のままに保たれていた。特徴的な副葬品 としては五世紀末のペルシャ ・ササン朝のコ
インがあった。
この墓の存在場所 は寧夏県の自治州であ り、北部甘粛省 と北部陝西省の境界に接 し、古代の
固原の東に近 く、前唐 の要塞都市であり、520年 代の高平に至るまで行政の中枢でもあった。
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北魏漆画棺(一)(谷 川 博美)
A.0.ソ ーパーは、墓主が 「李順」という中国系の貴族であると主張 して来た(2)。李順は、北魏
の太武帝か ら手厚い待遇を受けていたが、晩年になって名誉を剥奪され、西暦442年 にはその知
行地の西方で処刑された。次の皇帝のもとで、李順の息子たちが急速に名誉回復 した467年 に至
って、李順は元の地位にふ さわしい華やかさで再埋葬されたことは間違いない。 しか し、息子
たちも又、その3年 後に名誉 を剥奪 されてしまう。息子のうち、兄の方は租税スキャンダルに
関与 したとされ、弟の方は漢人の皇太后 ・馮氏との不倫関係のために名誉を剥奪された。その
息子 らも処刑される運命にあ り、その時がまさに彼 らの父を再埋葬する、時系列的に最終下限
でもあった(3)。李順は死亡前 に、高平の大公という称号 を与えられていた。その彼が極 く短期
間ではあったが、一旦名誉 を回復 した時、北魏王朝初期 としては皇族以外に数少ない 「王」族
の一人になり、皇子にまでなっていた。確かな証拠はないが、その頃彼の妻は献身的で孝養を





固原の墓は平面図上は正方形である。一辺が3.8mで 、 コーベルで支えられた形のrム の頂
点までは3.9mの 高さである。西方向に、長さ16m、 深さ9.7mを 頂点とした直角三角形の底辺を
長 く急峻な傾斜路 とし、底部の墓室には甬道が取 り付けられている。
考古学的報告書の執筆者たちは、 この墓が北魏の、拓跋部が所属 した遊牧民の鮮卑族の葬儀
形式 として大切な証拠 になる発見である、という。事実、最重要の証拠物件 には、墓室への墓
道の傾斜路や、木棺のデザインや、青銅製の棺のスタイルなどがあ り、これらは中国式埋葬方
法 と混成 されたものである。これは又、鮮卑族の伝統的な葬儀習慣 としては、より初期の稀な





国様式の四枚の、官職を示 した金属製のシールの記述 と(そ の内の一枚は固い黄金製であった
が)、晋王朝の馮素弗の短い略歴 を掲示 した四枚続 きのタイルの内容 と、ピッタリー致したこと
か ら、素弗と確認された。中国と関連づけ られる諸々の墓葬具の中には、受け皿大のガラス製
の皿、硯石、青銅製の容器や、固原墓の断片のように装飾の施された銘板 ・飾 り板などもあっ







固原の墓か ら発見され最も中国的でない収蔵品は、ササ ン朝ペルシアのペーローズ王(在 位




個の副葬品の中で、4個 のみが粘土製で、9個 が青銅製の器か厨房道具であった。9個 の金コ







ばった透かし彫 りの飾 り板 ・透雕銅鋪首には、ぎらぎら光って睨むような眼差 しの巨大な龍の
顔らしきものが配されている(図11)。 これらの像の上端には、それぞれ別の立像の仏陀が添え
られている。漆棺の上 には二人の守護神以外には仏教 と関連 したものは全 く描かれていない。
これら李順氏の五枚の漆画棺板からは、佛教の痕跡を推測 させるものを何 となく認識できるが、













分、部分が独 自のテーマで描かれた絵柄であったが、全体を通じたスタイルは全 く同 じもので






木棺の蓋の先端は、幅広 く前面で幅が180cmあ り、後方に行 くと先細 りして105cm幅 となっ





小 さい建物 ・祠堂の内部のカーテンにはリボン状の留め飾 りがとりつけられている。左手の














に花模様で満たされているが、その花模様 は円 く繋 りながら作 る菱形模様が全体を形作 り、そ
の菱形の中には木の葉や、動物、そして自然の鳥や人頭の鳥などが釣 り合った形で描かれてい
る。そ してそれらの隙間はブ ドウの蔓のような巻 き鬚様のもので埋められている。
[前端(前 襠)部]
漆棺の前端 ・前襠部分は計測すると高さが52cmで 、幅は66cmで あるが、かな りの損傷 を受
けている。前襠部画面の頂上近 くに、詳細に見れば天帝に似てないこともないように墓主が平
屋の建造物に座っている。その建物 には青色タイルを張 りつけた屋根と弁状の頂華のついた棟





左手には"蠅 を払 う鹿の尻尾(塵 尾)"(こ れに似た物品は葬具の中に発見された)〈 訳者注 一
『固原北魏墓漆棺画』の 「随葬器物」の文中では、「木柄:一 个(前 略)辷 可能是塵尾木柄残断、
(後略)」 とある〉を握っている。埋葬者は鮮卑族スタイルの衣服を身に付けている:即 ち、縦


















漆棺側板の最大部分の一つは高さが27cmで 、長さが195cmで あ り、残る一つが高さが61cm、







石入 りの綱の上張 りに被われている。底辺の図柄 は、龍や鳥や鹿などが型どお りの山岳的地形
の中を歩 き回った り逃げ回ったりしていて、騎乗 した射手かそれとも槍使いがギャロップで追
っかけているといった狩猟グループの絵柄 として描かれている(図2、13)。
















て引喩された美談 ・佳話や、その他に著名な男性や女性についての詳 しい譚な ど一十世紀の
『太平御覧』で形を変えて書き改め られた話一には歴史上いろんな所で出会うことがで きる(14>。
よく知 られた最も古い説話は漢王朝のもので、他の儒者(あ るいは反孔子論者)の モデルと組
み合わさった形で発見されている。西暦二世紀に作成されたとされる儒者たちの国 ・魯の靈光
殿のよく知 られた記述では、その神殿の壁画の中で、貴族たちの"肖 像画"や 親孝行な息子た




呈 された三世紀の"歴 史的な"フ レスコ壁画の中に描かれていると言われる;即 ち、造物主 ・
盤古が去って、伝説的な三皇がつづ き、五人の黄金期の皇帝 ・五帝、夏、商、周王朝の支配者
や著名な宰相たちの時代が来たが、その時には正に孔子自身が70人 の門弟 とともにその絶頂期







学者 ・劉向(紀 元前80-09年)に よって纏められ、漢代中期の子供の孝行シーンの挿絵のつ
いた古典の教本があったと信 じられているが、その確証は未だ得られていない(18)。
芸術上の独立した主題としての孝行息子たちは、筆者の知 るところでは、九世紀半ばの画論
書 『歴代名畫記』に初めて記述 されているが、三世紀の芸術家 として登録 されている謝稚は、
















合わせ持った(484年 と銘記された)墓 から発掘された もので、彩色の屏風の断片であ り(22)、
西暦500年 頃の製作 と年代が推定されるもので、もう一つは河南の鄲県の墓穴から発掘 された





る。この石棺 は売買業者から入手 したとされるが、北魏末の形態的な特色 を示すところか ら、
遺 された断片などから見ると多分に急造品か、あるいはぞんざいな複製品とも思われる(25)。さ
らに疑わしい代物は、売買業者のC.T.Looか らボス トン美術館が手に入れた石板四枚である。こ
















上述したこれらの作品がおそ らく今 日我 々が目にするものである。最も信頼できて、且つ最
も精巧とされる作品は、比較的初期のネルソン美術館所蔵の棺に見られる作品であるが、それ
















朝の皇帝たちの霊廟に印刻された銘板上の装飾絵画一その絵画では"七 賢人 と竹林"が 描かれ











466年 に始 まった北魏政権の東部や南部への、一連の外征末期の、大量の"宋"の 降伏者の中に






















は妻 を亡 くし、年老いて再婚するが、父の再婚相手は男の子を身籠 もるや否や舜を憎み始めた
との解説がある。劉向(烈 女傳、西漢後期)は 、その著名な女性説話集成の中で(34)、堯はその





理に屋根に登るように命 じるが、舜が屋根の天辺に届 くと同時に倉庫に火 をつけたというもの
であった(35>。さいわいにも、少年 ・舜は二個の竹製の帽子をもっていたので、その竹製の帽子









第二の場面のタイ トルでは次のように説明されている;"舜 が黄金の宝物 を井戸に入って取
ってくるように命 じられた時;舜 が黄金を手渡すや否やその井戸は大石で塞がれてしまう"と 。
司馬遷による説話の翻案では、舜は井戸の壁に穴を見つけ、その穴を這って行くと隣家の井戸
にたどり着き、無事に脱出できたという。漆棺上のこの一連の説話はひどい損傷 を受けていて
在るべ き人物像が失われている。損傷部分に接 した部分の墓誌からは、"舜 は絶体絶命であった
が、なんとか隣人の井戸 を通って逃れ井戸か ら脱出できた"と 、読み取れる。ここにも井戸が
再び描かれている;並 んだ二人の入物 は、鮮卑式のチュニックと丈低い帽子 を被 り、胸の前で
指を組み合わせた姿勢で立っている。井戸の左側か ら飛び出しているのは裸の少年 ・舜である。
問に挟 まっていたシーンが失われたのかも知れない し、元々描かれていなかったのか も知れ
ない;そ のシー ンでは、舜が亡 くした母の霊魂 と情報を交わ した後で どのようにして歴山(舜
耕山)の 農場に行ったのか、また他の地域では収穫が少なかったにも拘 らず、舜の場合 はどう
やって牧畜の数や収穫量 をふやすことがで きたのかなどが語られているのかも知れない。舜の








次の一連の絵画は、孝子 ・郭巨の説話を描いた ものであるが(図1)、 この話は干寶 による
四世紀の書 ・ 『捜神記』や、 また 『太平御覧』の中で再び形 を変えて語 られている(36)。郭の
一家は大変裕福であったが、族長がその財を勝手 に処分 して しまって、郭 にはその母親の世
話をする責任だけを残 したことは我々の知るところである。不運が続いた後、郭の妻 は男児
を生んだ。 しか し、貧 しい郭は子を養いながら母親の世話 をつづけることは出来ない と考え、
わが子を生き埋めにしよう決意する。その穴を掘 っていた郭は黄金の一杯詰まった大釜(金
釜)を 掘 り当てる。 この事は次のように銘記される;"こ れは郭巨の孝行 に報いるものであ
る;彼 以外 にこの果報 を受ける価値のある者 はいない、彼か らこの褒美 を取 り上げることの
できる者は誰一人いない。"漆棺上にはこの一連の説話が三つのパネルに収め られている。家
屋内の郭 とその母との関係を語るシーン(訳 者注 一幼学の会編 『孝子伝注解』の郭巨の項の
文中では、「図五左 は、屋内で母に仕える郭巨」とし、その解題に 「榜題 〈孝子郭距供養老母〉」








丁蘭は、母親が(父 親という人もいるが)亡 くなると、木に母親の像を彫 り、母親が未だに
生 きているかのように事(つ か)え 続けた(38)。隣人が物 を借 りに来た時、母の塑像が許さず隣
人は借 りることができなかった。その隣人は泥酔した勢いで丁蘭宅を再度訪問 した。そのとき
丁が留守 していたのを幸いと、丁の母親の塑像に向かって悪態をつき、頭部を打擲 したのであ












スシティーの美術館(訳 者注 一ネルソン・ア トキンズ美術館)収 蔵の一対の石板には三場面が
描かれているが、す ぐ側を樹木や岩石などで密に飾 りつけている;第 二の井戸からの脱出が最
前面に置かれ、落下する石がその背後に描かれている。背中を見せた姿の舜に娘たちを紹介 し






のように台座 に坐っている;幸 福な結末を暗示するものとして、母親が赤ん坊 を抱いている。
片方では、息子夫婦が黄金入 りの釜を棒で肩に担って、画面の左手か ら意気揚々と近づ く場面
もある。
鄲県のタイルには、郭(巨)だ けが登場し土を掘っている(訳 者注 一幼学の会編 『孝子伝注
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〔注 〕
(1)固 原 県文化 チーム、英文 タイ トル"寧 夏 固原県 の北魏墓 の発掘"(中 国語)、 文物、1984,6,pp.46-56;
また美術研究、1984.LuoFengに よる英訳"北 魏木棺の漆画"、 オ リエ ンテー ション、香港、21巻7
号、1990年7月 、pp.18-29.(訳 者注 一革命 文物 は1976年 か ら出版 され、1980年 か らは考古與(与)
文物 と誌名 を変 えて 出版 されてい る)
(2)A.C.ソ ーパーの"WhoseBody?誰 の身体 か"を 参照 。ア ジア研 究(独 語)/ア ジア研 究(仏 語)44
巻2号1990年(デ ィー トリッヒ ・ゼ ッケル論文集 、p.205-216)
(3)李 順 の伝 記は魏書36と 北部中国 の歴 史 ・北 史33で 語 られて いて、 その息子 たち につ いての短 い記述
も付 けられ ていてい る。
(4)馮 素 弗の墓 につ いては文物1973年 の2-28頁 で報告 され、同書の1977年5月 、pp.42-54で 論議 されてい
る。 それ とともに考古学者 ・宿 白に よって鮮卑族の特質 を もった他 の墓 につ いて も論及されている。
晋書125の 中での素 弗の略歴 には、そ の兄弟 ・跋の略歴が 続 く;彼 は415年 に死去 した。燕 と称す る
幾つ かの王朝が5世 紀 とい う期間 を通 じて北 東地域 ではつづいて いた;そ れ らの王国 は慕容部 の一
門の鮮卑 族の首領(彼 らは 自分 を皇帝 と呼 んだ)に よって支配 され たが、彼 らは拓跋部 と従兄 弟同
志で あ り、 ライバ ルで もあった。漢 人 ・馮跋 は最後の王 を殺害 したが、王朝 の名はその儘 に し、 そ
の息子 が北 魏に よって王位 を奪 われ るまで の28年 間王位 を保 った。馮跋 と馮素 弗はそれぞれ馮氏 ・
太后 の祖 父であ り、大伯父 であった。そ の馮 太后 は李順 の息子 と余 りにも親 し過 ぎた とされ る(そ
して、馮太后は漢人であったに も拘 らず、 それ以 降490年 に死去する まで摂政 として魏 を支配 した)。
(5)コ インの図像学 的研 究のため には、EdithPoradaの 古代 イ ラン、ニ ュー ヨー ク1965年 、p.2011を 見
よ。考古学 ジャーナ ル ・考古1966年4号p.211以 下の頁 には新疆 区(中 国中央 アジア)の ササ ン朝
コインの最近の発掘 と題 した、夏鼎 による論議 が含 まれてい る;同 書の1974年2号pp .26-32に、 よ
り多 くの幾つかの発 見物 が北 部中国固有 の もの と報告 されている。
(6)馮 素弗の銘板 は文物 の1973年3月 号p.25の 図7/2で は、ただ曖昧模糊 とした図版が 入れられ ている
が、同書の1977年5号p.45図4で は線描 され てい る。
(7)文 物1984年6号pp.54-56で は、 固原 の棺蓋 の正確 な描 画 と棺の前档 と両側板の絵柄の残存 した大 き
な断片が提供 されてい るが、 写真技 術 は水準以下 であ る。 よ り明瞭な カラー写真が美術研 究 とオリ
エ ンテー ション論 文で再 製作 されているが、色合 いは明 らかに種 々様 々である。
(8)通 溝の例 としては、池内宏 の満洲 国通溝省輯安県 高句麗壁畫墳(輯 安県の高句麗 の遺物)東 京 と京
城1936年 、製造物責任、29(xxix)。
(9)当 時、北魏 の首都(現 代の大 同 一訳者注 一当時 は平 城又 は万年)の 郊外にあ った半漢 人式 、半鮮卑
式の顕官 ・司馬金龍の墓(484年 の 日付が ある)か ら発 掘 された、文字通 り掘 り出 し物 について は文
物 の1972年3号20頁 以降の頁 と、同書の8号pp.55-58で 報告 されている。ニュー ヨーク大学IFAの
LucyLimの 論文(1989年1月)"司 馬金龍 の北魏 墓 と初期中国人物画"のp.35以 降の頁 も参照;又 、
注22、29、32を も参照。
(10)敦 惶美術 協会 は文物 の1972年2号 の54-60頁 で刺繍の掘 り出 し物 について報 告を行なった。その報告
については、AlbertDienやJeffreyRiegel更 にNancyPrinceの 編集 によって1985年 にロサ ンゼルスで
発行 された中国考古学抄録34漢 以後 のpp.1549-1554で 詳細 に報告 された。
-321一
北 魏 漆 画 棺(一)(谷 川 博 美)
(11)T.秋 山 と、S.松 原 の 中 国 の 美 術II(東 京 、1972年 、AC.ソ ー パ ー 訳)を 見 な さい:炳 靈 寺 に は 図 版
73-75、 敦 煌 に は 図 版1-2、5-6、 キ ジ ル と類 似 す る物 に つ い て は 、H。Hartelの 古 代 絹 の 道 に 沿 っ て
(1982年 、 ニ ュー ヨー ク)の 図 版31、35を 参 照 。
(12)梅 原 末 治 の 北 蒙 古 の ノ イ ン ・ウ ラ の掘 り出 し物 の研 究(東 京 、1960年)、 墓#6か ら発 掘 さ れ た 絹 の
刺 繍 につ い て は 図 版24を 参 照;よ り新 し い もの と して は、Loubo-Lesnitchenkoの"発 掘 の 中 国 絹 織
物 刺 繍"(ArtibusAsiaeXXVI[26],3-4号,1963年,pp.181-90,図 版1-3)を 参 照 の こ と。 そ の 刺 繍 は、
驚 くほ ど複 雑 で あ り、 疑 い な く中 国 か ら の輸 入 品 で あ り、棺 を包 む た め に使 わ れ た 。 そ の 刺 繍 上 の
三 角 形 の 帯 は 駆 使 さ れ た 中 心 と な る図 柄 の す べ て を極 限 ま で に単 純 化 した縁 取 り と して 用 い られ て
い る。 二 つ のV字 が 内 部 に 向 け て指 し示 さ れ た もの か ら成 り立 ち 、 真 珠 と小 さい 渦巻 き状 の模 様 で 見
分 け られ る こ と で、 た とえ そ れ が500年 以 上 も前 に作 られ た もの で あ っ た に して も、 そ の 刺 繍 は 間違
い な く棺 の 縁 取 りの原 形 で あ る と い え よ う。 日付 は西 漢 で あ る;即 ち 、埋 葬 され た 族 長 は恐 ら く匈
奴 の 支 配 領 域 の か な り広 い 部 分 を支 配 して い た の で あ ろ う。 オ リエ ンテ ー シ ョ ン論 文 の著 者 は、"匈
奴 の 貴 族 の 紀 元 前4世 紀 の 墓"に つ い て 言 え ば 、 ノ イ ン ・ウ ラ とパ ジ リク古 墳 群 と を混 同 した の か
も知 れ な い。
(13)孝 經 は孝 行 説 話 の 古 典 で あ り、 孔 子 に拠 る と され る典 籍 の 一 つ で あ る。 訳 書 に つ い て は 、 東 洋 の聖
典 叢 書 の 中 の、JamesLeggeに よる孝 經 第 皿巻(1878年 ロ ン ドン、1962年 デ ー リー で 再 版)を 参 照 の
こ と。
(14)太 平 御 覧 、 昔 の 文 学 か ら引 用 され た名 文 ・名 詩 な どの 一 節 を編 纂 した類 書 が 皇 帝 の 援 助 の 下 編 集 さ
れ、973年 に 完 成 した 。 この 書 は"一 般 的 な教 養 の幅 広 い 基礎"と な り、 この よ うな事 が な けれ ば失
わ れ た で あ ろ う著 作 ・作 品 の た とえ 断 片 で あ っ て も保 存 す る こ と と な っ た。Ssu-yuTengとKnight
Biggerstaffの 中 国参 考 作 品精 選 目録,Cambridge,Mass.1950p.113を 参 照 。
(15)ソ ーパ ー の"初 期 中 国の 風 景 画"、(ArtBulletin23,1944,p.144)を 引 き合 い に 出せ ば、 この 著 書 は大
ア ジ ア 皿(1926年,p.31,ff.)でE.vonZachの ドイ ツ語 訳 さ れ た詩 を下 敷 き に して い る とい う。
(16)WilliamR.B.Ackerの 唐 朝 と前 唐 朝 の 中 国 絵 画 書BLeiden1954,1,p.109(quotingtheYuHaiofChang
Jung444-97)
(17)上 記 同書 でAckerは 、9世 紀 半 の 張 彦 遠 に よっ て 書 か れ た歴 代 名 畫 記 と称 され る本 を"絵 画 の起 源 に
つ い て"と 彼 自 身 に とっ て基 本 的 な歴 史観 を も付 け加 え た。
(18)WuHungの 武 梁祠 、Stanfordl989,p.272を 参照 。
(19)Ackerの 上 記 同書H(厳 密 な意 味 で の 歴 史)の 図 版73-74。
(20)浜 田 耕作 の 出 版 し た楽 浪 彩 篋塚 出 土彩 画漆 篋 の 墓 、 楽 浪 彩 篋 塚 、 京 城1934年 、 図版xli-Xi1V(41-44)
(xliii(43)は 邪 渠 の 、XIIV(44)は 丁 蘭 の 図版 で あ り上 段 の右 端 に見 られ る)
(21)EdouardChavannesの 北 部 中 国 の 考 古 学 の 使 命(Paris,1909-15年)は 、 武 氏 一 族 の 墓 地 か ら出土 し
た 画 像 石 の 徹 底 的 な 図 形 化 、 そ の 見事 な ま で の研 究 業 績 の 標 準 句 で あ る 。 長 廣 敏 雄 の 漢 代 の画 像 研
究"TheRepresentationalArtoftheHanDynasty"(英 語 の要 約 付 記)、 東 京1965年 に は、 武 梁祠 の43
の場 面 に つ い て の 図解 的解 釈 の章 が 設 け られ て い る(pp.61-95,WuHung,op.Clt.(随 意 の 引 用 図例)
pp.180-86)o
(22)上 記 脚 注 の9参 照 。 司 馬 金 龍 の 父 楚 之 は 中 国 全 土 を265-316年 、 中 国 南 部 を317-419年 ま で支 配 した種
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族の亡 命 した御曹子 で、東晋の最末期 の年 に彼 の男系 の親戚縁者 の大量虐殺 を蒙って北部地方へ 逃
避 したのであ った。恐 らく政治的 な理 由で、彼 は北魏 か ら熱狂 的な歓迎 を受 けて迎 え られたが、彼
の後半生 は南朝 との戦闘に費や され、拓跋 部皇女 を妻 として与 え られ、皇帝墓域 内に葬 られ た。彼
の息子 、金 龍 はその父の能力の欠片 も持 ち合 わせ ないで、名誉 だけを受け継 いだのであった。金龍
につ いては、そ の父の伝 記の末尾の魏書 と北史 で短 い記述があ る。 屏風絵 につ いての詳述は、次 に
つづ くp.10,11,12とLimの 学術論文のp.35以 下 を参照。
(23)郵 県 墓 に関 して は、AnnstteJulianoの 鄲 県 を見 よ、重 要 な六朝 墓ArtibusAsiaeSupplementum
㎜(37),Ascona1980,pp,67-68,年 月 日と作者 の時㈱ こりいて も同様 。絵付 けされたタイルの
中か ら二枚 の模範例 は郭巨 と老 莢子 であ り、図71-74に 示す。長廣敏雄が六朝美術 の研 究、東京1969
年(英 文 の要約 もあ る)の 中で、 蒐集 した孝行説話 の全て の登場 人物 は有用であ る。長廣 は 鄲県の
タイルについて も論及 している。
(24)カ ンザス シテ ィーの(ネ ル ソ ン ・)ア トキ ンズ博物 館 の、 ネルソ ン美術 品 ギャ ラリーの手 引 き書
(5版 、1973年)IIの44頁 にあ る。 ネル ソ ン美術 品展示 室の画面様式の分析 について は、 ソーパーの
"風景画"の
pp.141と 以 下の頁に提 示 され てい る。 又、"初 期中国 の具象 的美術 における生活動作 と
空間感覚"に ついて は、"ArtBulletin芸 術 紀要30"、1948年 のpp.167以 下 で提示 されている。 カンザ
ス シティーの石(棺)に ついては、 日本の市井の研究者、奥村伊 九良に よって、素晴 らしい出来映 え
の拓 本 と共に、"Urinasu瓜 茄"誌 上で京都で1939年 に発行 された。石(棺)の 両側板 につ いて は、長
廣の六朝の図版37、38で イラス ト化 されている。そのp.181を 参照。 そこには、作 品の完成度、進歩
が見 られる ことか ら、北斎の初期 の作 品である としてい る。
(25)1948年6月 、 ミネアポリス美術協会 会報37/23中 で不完全 なが ら披露 されている。奥村 に よる もう一
つの初期の研究 は、前掲書中で、長廣 によって 一図版35、36、 図解48-50、xxi-xxii(21-22)、pp .178-
81一 十分 よく心 を用いて取 り上げ られてい る。脚注75を も又参照の こと。
(26)中 国彫刻品の公開 ・展示(figs.xxix-iii(29-32))が 、売買業者のC.T.Looの1940年 の カタログで
示 された。長廣 は図解39-42で 例証 し、 ついでにpp.177とxxi(21)で も触 れている。長廣 は小 型模
型の石作 りの祠 堂の、ボス トン美術館 の第2番 の孝 行画 の論証 を拒否す る。
(27)文 物1972年3号 の最初 の報告では図解化 されてい ないが、 人民畫 報、北京、1971年1号 と人民 中國
1971年10号 で は、 カラーで大 きく例示 されてい る。Limの 論文のpp.60-61を 参照 。
(28)絵 図 も彫刻 もと もに 躑道元 による水經注(IH,13)、 北魏 末の地誌に記録 されて いる。皇太后 の大霊
廟 の銘記 はArchibaldWenleyに よって、"よ り自由の折 々の記、備 忘録"1947,p.11の なかで、"文 明
太后 とFangShan方 山の共 同墓地"と 題 して翻訳 されて いる。
(29)画 家張僧達 について は何処 にも記録 が残 され ていない。蒋少游 につ いては魏書91と 北史90に 伝記 が
記されている。 その彼の異常 な人生 につ いての両著 の記 録はL㎞ の論文中のpp.164-65に 要約 されて
いる。歴代 名晝記 孤(AckerII,pp.187-88)は 彼 を卓抜 した芸術家 と語 っているが、彼 を反逆者 であ
る と重い審判 を下 して もいる。
(30)姚 遷 他の編 集、六朝美術 はアルバムの形で再版 され た(北 京1981年 、図版162-79、183-88、216-23)。
発掘 された ものの中で最初の ものは、"有 名 な文学上の主題の最初期の覿 加1わ π曲 ㎜
[34]),2,1961,p.79以 下で)"と い う、ソーパーの論考で論述 されている。
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(31)Juliano([脚 注23]を 参照)の 鄲 県の9,pp.55-56と 図版73を 参照。
(32)1972年 の文物(3,pp.26-28)の 墓 の掘 り出 し物 に関す る報告 は墓葬品の絵柄に グループ毎の様式上の
違いが 見 られる という。474年 の墓の埋葬 品の絵柄が違 うことはそ の本 来の墓 の所 有者 によって再埋
葬 されたこ とを暗示す るもの とす る。二 人 目の妻 の墓誌 は金龍の墓誌 と ともにpp.26-27に 転 写 され て
い る。
(33)JasLeggeに よる初期 の翻訳 、書經 、中国の古典,皿,1,pp.26-27(原 本は1865年 にロン ドンで出版 さ
れ たが、 ここで は1939年 の香港 の再版で調べ た)に ある。史記の一節 は伝 説上の五代皇帝 に関す る
項で 、第一章 にあ る。
(34).・,O'Haraの 翻訳、列女傳 による初期 中国のおける女性 の地位、 台湾、1978年(pp.14-17)に よる。
(35)固 原 の棺 の舜 につ いての一連の挿話 は、 オリエ ンテー シ ョンの21巻 、7号 即 ち1990年7月 号 のp.23、
図版7-9中 で、色付 きではあるが不鮮 明な図版化で ある。
(36)郭 巨の 一連の挿話 は、 同書の 図版10で 紹 介 され てい る。干 寶 は、中 国書誌学辞 典(原 著 の序 文 は
1898年 であるが、1962年 の台北の再版本 を参考に した)でHerbertGilesに よる大変短い記述 の対象
者で ある。
(37)蔡 順 につ いては、後漢書で短 く注記 し、周磐の伝記 も付録 として付けている。
(38)Gilesの 前掲書 中の#1937で は、 隣人が打 ちのめ され るこ とに よって、丁蘭 には感傷 的な記述 が され
ている。丁蘭は晉代の逸士傳か ら採集 され、大 漢和辞典 収録(1,p.78,#2/201)の ものでは、殺害
されてい る。丁 の孝子 として の行為 は広 く喝采 をもって迎 えられ たこ とか ら、その 肖像画 は皇帝 の
雲 の 塔 に 置か れ て きた と言 われ て い る。 武 氏一 族 の場 面 の 翻案 につ い て は、 シャ ヴ ァ ンヌ の
"Mi
ssion"、1の 図116、128、1271、p.143;巫 鴻 の185頁 、図130を 参照の こと。
(39)舜 の連作 は、文物1972年3月 号、図版12(カ ラー版)の 司馬 の屏風 や、 よ り早 い時期 のネル ソ ンの
石 で ソーパーがいう"生 活動作"の 図7や 更 に長廣の図版37、 図51か ら再現 されてい る。
(40)よ り早期の ネルソ ンの郭 巨の説話 は、 ソーパ ーの図7、 長廣 の図版37、Julianoの 鄲 県の タイルの翻
案 では図71に 見 られる。
(41)よ り早期 のネルソ ンの蔡順の説話 は、 ソーパ ーの図6で 再現 され ている。長廣の図54は 、蔡 と石 室
内部の棺 とを全体像 ではないが示 している。
(42)Tengと:::一 による書誌学注釈 の109頁 参照。太平御 覧の巻511、923で 再び形を変えて語 られて
いる。 オ リエ ンテー ションの 図12は 、尹 、彼 の馬、尹の肩 を しっか り掴 んだ鳥 と判断 され る残存 片
を提 示 している。
(43)"二 個 の桃"の 話 は、晏子春 秋か ら採録 された。 この話 は、高 貴な大 臣で、春秋 時代 に斎 の君 主の
顧 問 で あ った宰相 の晏子(晏 嬰)の 出世 の歴 史 を語 ろ う と意 図 した もので あ る;大 漢和 辞 典V,
P.869,#13914/28を 参照。 メロ ドラマ 的事件 は孝子伝 には例がない。 も し、 固原墓が実際 に李 順の再
埋 葬墓 であるな らば、 この話 は恐 ら くその息子が選ん だ ものであ ろう。何故 な ら息子た ちには父李
順の北魏 の皇帝への滅私奉仕振 りが宰相晏子の奉仕 とうまい具合 に合致す る と信 じたか らであった。
初期の墓室画 については、J.Chavesの"洛 陽の漢彩色墓"、ArtibusAsiaeXXX(30)、1968年1月 号
8-12頁 と図3-5を参照。 オリエ ンテーシ ョンの図21は 、"開疆(三 士の一人)が 喉首 を切っている とこ




この翻訳 を命 じてくださった、修士論文の指導教官 ・黒田彰教授 には、主論文に必須とする欧








(指導:黒 田 彰 教授)
2005年10月19日 受理
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